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　昨年度 SYMS は創立 50 周年を迎えました。50 年とい
う歴史を振り返ると数多くの先輩が時代に即した事業を行
い、経営者としての「学び舎」である SYMS を育ててき
てくださいました。SYMS の原点である米百俵の理念に
基づいた事業の一つ一つを大切にしながら、51 年目とな
る今年度を邁進致します。
　今年度は、『+1』～全ての事業に付加価値を～を運営方
針に掲げます。『+1』は文字通り、「何か」を足すことを
意味しています。そのためには過去を知り、現在を見極め、
未来を描くことが出来なければ『+1』は実現できません。
基本理念である米百俵の精神を SYMS 全体で改めて考え
落とし込み、経営者としての資質を高める場として事業の
一つ一つに付加価値を付随させることで、より魅力的な事
業が生まれてきます。『+1』は決して難しいことではなく
SYMS の強みである多様性を活かすこと、事業の目的を
明確にすることで実現可能です。各支部の事業が前年を超
える、より活発な『+1』となることを期待します。
　本会では支部長を主体としたフェスティバル実行委員会

『+1』を立上げ、昨年実施した SYMS フェスティバルの企
画・運営を行います。セミナー委員会では経営セミナー、
SYMS ＆同友会経営者大会、INCLUSION クイズ大会を担
当し、2 年前から実施している出前授業においても継続し、
地域のニーズに応えられるよう、また会員自身の学びに繋
がる事業として取り組んで参ります。交流委員会では会
員交流ゴルフ大会と SYMS フェスティバルの運営を実行
委員会と共に行います。PR 委員会では会報の作成と、従

2026年度 
SYMS運営方針

～全ての事業に付加価値を～～全ての事業に付加価値を～
第51代会長　小 澤 亮 太第51代会長　小 澤 亮 太『＋１』『＋１』

【2026年度　委員会構成】
◎総務（久保田委員長）

・常任役員会、役員会等の運営
・交流委員会と連携し「SYMS フェスティバル」の運営
（支部長対象）

◎セミナー委員会（阿部委員長）
・経営・経営実務セミナーの開催、経営者大会の共催 
（SYMS 同友会主催）

・学生へのキャリア教育
・海外セミナーの実施

◎交流委員会（高島委員長）
・会員交流ゴルフ大会の企画運営
・SYMS フェスティバルの企画運営

◎ＰＲ委員会（大田中委員長）
・年２回、会報の作成・発行・ホームページや SNS で

の SYMS 活動の情報発信

2026 年度　ＳＹＭＳ本会役員

ブロック編成・常任役員担当支部

重　点　方　針
  ・米百俵の精神の周知、再確認
  ・SYMS フェスティバル『＋１』
  ・海外セミナー（７年ぶり）
  ・会員、事務局の意思疎通を重視

来以上に支部活動
報告の充実を図り
SNS、HP を駆使し
魅力的な発信を目
指します。また、5
月中旬には 7 年ぶ
りとなる海外セミ
ナー（シンガポー
ル・マレーシア）を予定しております。
　米百俵の精神、SYMS の本質である学び舎としての位
置づけ、落とし込みは会員だけでなく、事務局の皆さんと
も共有をしたいと強く考えております。半世紀に渡る活動
は飯田信用金庫様のご支援そのものであり、事務局の精力
的なサポートによって成立してきました。変わりゆく時代
の中で臨機応変に対応し、時代に即した学び・事業をより
発展させていくためには会員、事務局の皆さんと意思の疎
通、協力は不可欠です。全ての事業に付加価値を付随する
ためには共に考え、答えとなる『+1』を導き出すことが
重要となります。
　私自身が考える『+1』を突き詰めていくと「SYMS に
参加すること」が答えではないかと考えます。魅力的な

『+1』となる事業を大勢の参加者、会員と取り組んでいく
ことが SYMS の更なる発展に繋がっていきます。
　会員、事務局の皆さんと共に 51 年目となる SYMS を盛
り上げていきましょう！
　一年間どうぞよろしくお願いいたします。

バッジ交換

ブロック 担　当 支　部　名

１ 久保田 副会長 本  店 西 橋  北 上飯田

２ 阿　部 副会長 鼎 名古熊 松  尾 城  東 上  郷

３ 高　島 副会長 切  石 伊賀良 山  本 駒  場

４ 大田中 副会長 大  島 高  森 喬  木 豊  丘

５ 鈴　木 直前会長 時  又 桐  林 阿  南 新  野 天龍南信濃

役　名 氏　名 支部名 企業名 役職名 新・再

会　長 小澤　亮太 松　尾 小澤木材㈱ 代表取締役 新任

副会長 久保田修平 桐　林 ㈱龍光電気工業 取締役常務 再任

〃 阿部　誠維 高　森 ㈱丸三建設 代表取締役 再任

〃 高島　雅史 大　島 信和サービス㈲ 取 締 役 新任

〃 大田中　祥 本　店 飯田瓦斯㈱ 代表取締役 新任

直前会長 鈴木　康仁 城　東 ㈱丸富 専務取締役 新任

監　事 村松　将太 名古熊 村松将太法律事務所 代 表 再任

〃 外松　真一 西 ㈱トマツ本店 代表取締役 新任

相談役 松田　　学 高　森 ㈱エムケーセラ 代表取締役社長 再任

〃 中村　俊之 本　店 ㈱中村 代表取締役 新任

幹　事 各支部長

副幹事 各副支部長

顧　問 宮嶋　　徹 飯田信用金庫 理 事 長

参　与
林　　和志 飯田信用金庫 常務理事

各店長 飯田信用金庫
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 久保田修平（総務・SYMS フェスティバル実
行委員会『+1』担当） 
　今年度、総務兼フェスティバル実行委員会

『+1』を担当させていただきます。
　まず総務として各支部・ブロックの事業が充実し円滑に
行えるために、各支部長を主軸に会員、事務局が一丸とな
れるよう、事業における意思疎通の促進に努めてまいりま
す。次にフェスティバル実行委員会では、昨年の『感謝』
をテーマにした SYMS フェスティバルをもとに成果と課
題を拾い出し、昨年の『+1』になる事業を実行委員並び
に交流委員とともに企画・運営してまいります。
　目的・目標を明確化し、その実現のために仲間とともに
準備された事業こそ、参加したくなる事業になると考えて
います。来場者に飯田下伊那の活力と学びを体験していた
だけるフェスティバルを手掛ける過程で、多くの学びを今
後の会員企業の発展に、また各支部事業に還元していただ
けるように展開していきます。
　皆様のご理解とご協力よろしくお願いいたします。

 阿部誠維（セミナー委員会担当） 
　セミナー委員会では、「一つでも多くの学
びを」をテーマに活動しています。各セミナー
では、経営者として今本当に必要な情報を得

られるよう企画し、経営者としての資質向上に繋げます。
INCLUSION クイズ大会では、多種多様な業種と交流でき
る SYMS の強みを生かし、各業種の知識をクイズ形式で
学べる内容とし、参加者それぞれの経営に活かせる大会と
します。
　また、本年度は出前授業にも力を入れます。講師側こそ
多くの学びがあると考え、講師として活動する会員を増や
していきます。一度の授業で終わらせるのではなく、出前
授業で生まれた縁を活かし、SYMS フェスティバルでは
その成果を事業として具現化します。
　会員の皆様には、各事業への積極的なご参加とご協力を
お願い申し上げます。

 高島　雅史（交流委員会担当） 
　交流委員会では、会員同士の親睦を深める
ための交流として会員交流ゴルフ大会を開催
致します。また、会員はもとより信金職員や

ご家族、地域の方々との交流を目的とし SYMS フェスティ
バルでの縁日等の企画及び運営をいたします。
　会員交流ゴルフ大会においては今年度の運営方針である

『+1』を目指し一人でも多くの会員にご参加していただけ
るような企画・声かけを行います。
　SYMS フェスティバルでは昨年度の経験を活かし会員
の皆様が気軽に参加でき、来場者に「来てよかった、楽し
かった」と喜ばれるように、また会員皆様には「やってよ
かった」と思っていただけるようフェスティバル実行委員
会と協力して企画を作り上げていきます。
　会員の皆様にとって『+1』となる出会いや絆を育める
ように精一杯取り組んでまいります。
　会員の皆様ご協力をお願いいたします。

 大田中　祥（PR 委員会担当） 
　SYMS 創立 51 年目となる今年度、PR 委員
会を担当いたします。ホームページは、各事
業の情報共有がしやすくなり、またインスタ

グラムからの発信により、外部へ私たちの活動を共有でき
る環境が整いました。しかし、「まだまだ使い方に慣れて
いない」「ログイン方法がわからない」といった声もあり
ます。誰もがパソコンやスマートフォンからアクセスで
き、利便性の高いツールとして利用いただくために、改め
てホームページ・SNS の基本操作を会員の皆様へ周知い
たします。見る人・使う人にとって「役に立つ」「参加し
たくなる」付加価値ある情報発信に重点を置いて取り組ん
でまいります。
　今年度の運営方針の中に「SYMS に参加すること」と
いう言葉があります。会報・各 SNS を通じて、少しでも
多くの皆様の参加につながる魅力的な『+1』となる情報
発信を目指して取り組んでまいります。
　1 年間よろしくお願いいたします。

（駒場支部　田中　仁利）　（駒場支部　水上　光）　
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本店支部	 坪井行政書士事務所　坪井　優

　『＋１』～全ての事業に付加価値を～という本会
の方針のもと、本店支部としては「『＋１』への気
付きとその継承」を方針として掲げます。50年と
いう永きにわたって続いてきたＳＹＭＳ。その事自

体が並大抵の事ではなく、諸先輩方が支えて来られたことを改
めて再確認（気づき）し、いただいた恩を後輩へと『＋１』して
引き継いでいく事（継承）を柱とした事業を進めてまいります。

　　

　本年度西支部の重点方針は『わたしへの「+1」　
わたしからの「+1」』です。
　D1グランプリ（ダイエット１グランプリ）や駅伝
大会出場を通し、経営者としてより良いパフォーマ

ンスを発揮する為、理想のカラダを目指す「わたしへの+1」。
　昨年の重点方針「ありがとうを大切に」を引継ぎ、自社を取り
巻く社会への貢献、学生への協力をする「わたしからの+1」。
　内へ外への 2つの「+1」は、ともに自社への還元を目指し
ます。そこには「+10」「+100」が待っています。それはま
さに米百俵です。

　『繋がり』
　「＋ 1」の答えの本質は「SYMSに参加すること」
である。橋北支部では支部内セミナーやゴルフコン
ペを通じ親睦を深めてきた結果、参加率が大幅に上

昇しました。支部内はこれまで以上に交流を深め、また本年
度は支部外との繋がりを積極的に図ることで橋北支部として
の「＋ 1」を目指します。

上飯田支部	 ㈲曙興業　上原　昌吾

　主体的な参加・学び・交流を通じて、正会員同士
が高め合う事業を行う。
　SYMS 運営方針『+１』をテーマとして正会員
が参加しやすい事業、支部の形を作って行く。

　同友会との連携を深める事業を行う。

鼎支部	 ㈲佐藤種菓子店　佐藤　　実

日進月歩の時代に学び、新しいことを実践していく。

上郷支部	 ㈱ Aid　三浦　史光

　未来へつなぐ＋１
地域を知り、健康で豊かな人生を考え、未来を築く
～次の時代への基盤づくり～

　　城東らしいプラス 1
活動の中に私たちにできるプラス 1を随所に散り
ばめろ！

松尾支部	 別所製菓㈲　別所　康秋

【＋１でつくる、自分の未来】

　

名古熊支部	 ダルキチ　松島　雅貴
　【テーマ】つながりを広げ、SYMS の活動と各会
社の魅力を地域へ発信する。
【重点方針】地域の方々や家族、支部メンバーとの
交流を大切にしながら、SYMSの活動や各会社の

取組を広く発信し、新たなつながりや学びを生み出すことで、
地域との関係性をさらに深めていきます。

切石支部	 ㈲信濃食品　伊藤　大樹

事業を通じて正会員及び同友会・他支部会員との交
流を深め、会員相互の価値向上を図る
・正会員の増強
・1人でも多くの参加者を募ることで活発な交流の実施

・各事業実施後に1つでも多くの学び、満足感を得られる事業
　を開催

西支部	 （宗）峯高寺　篠田　典秀

橋北支部	 ㈲春日屋　松澤　　樹

城東支部	 ㈱久保田園芸　久保田壮一

2026 年度　各支部重点方針2026年度　各支部重点方針

（駒場支部　宮嶋　真吾）　（駒場支部　山口　大貴）　
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伊賀良支部	 sugar fork　熊谷　祐介

　本会方針『＋１』～全ての事業に付加価値を～に
則り、前年度の活動を上回る支部事業を展開するこ
とで会員の相互理解を深めると共に、夢や理想とす
る経営像を語り合い、実現に向けた学びの場を形成

する。

山本支部	 いいだクラフト㈱　濱島　郁人

「信頼でつながり、共に成長する支部」
　～仲間がいる経営は強い～

駒場支部	 ㈱ HIBIKI　水上　　光
　

学　ぶ　　　　　

大島支部	 おおしま農園　大島　　崇

　
　昨年度の「感謝」にブラッシュアップを加え、小
さくてもよい“＋１”を積み重ね、満足度向上につ
ながる事業に取り組む。

高森支部	 ㈱ K-STYLE　山下　恭平

　　一人ひとりが目的意識を持って臨む支部活動
・「50年の歴史」を振り返り、「新たな一歩」を踏み
　出すことからの『＋１』
・「他支部」「同友会」「地域」等、垣根を越えた交

　流の活性化による『＋１』
・「学び」からの『＋１』

豊丘支部	 中川建築店　中川　浩二

　　2026年度豊丘支部では、会長方針にある、『＋１』
～全ての事業に付加価値を～を踏まえて、1つ 1つ
の事業を行うことで会員同士がより交流を深める場
となることを目標に、支部会員の参加率にこだわっ

た取組を行っていきたいと思います。

喬木支部	 ㈱ VIDALOCA　木下由美子

・会員間の親睦はもちろん、まずはお互いの企業の
　理解を深めることで支部内の絆を深める
・村内企業・役場関係者・同友会・しんきん喬木支店　
　親睦団体関係者との交流・親睦・情報交換を通じ

　て SYMS喬木支部の存在価値の向上となる取り組みを行う
・会員増強のための新たな取り組みを行う会員自ら発信でき
　る意識改革
　喬木支部では全ての活動に付加価値（目的）を付随させる
ことで、存在価値の向上、支部会員一人一人の自発的かつ活
発な支部の活性化に繋げる。

時又支部	 信濃ブロック㈲　長沼　雅之

・会員相互の交流を図り充実した活動を行う。
・桐林支部と合同での活動を行うため、例年以上に
　積極的な活動を行う。

桐林支部	 ㈱飯島鉄工所　飯島　貴裕

　一人の学びを、全体の力へ

阿南支部	阿南ショッピングセンター協業組合店　杉本　章登

これからを考え、善を尽くす　
～全ての事業に付加価値をつけて～

新野支部	 旦開木材㈱　猪切　善那

　
　阿南支部と新野支部の合併に向けた
　交流活動の推進

天龍南信濃支部	 ㈲吉丸屋ストアー　酒井　雄太

　『＋ 1』の精神のもと、米百俵の理念を支部全体で
落とし込み、経営者としての資質向上を図る。
三遠南信自動車道・青崩峠トンネル開通を見据え、地
域の変革期を好機と捉え、会員相互の団結を深める。

時代に即した学びと事業を通じ、地域との連携を強化し、天龍・
南信濃・上村の発展に貢献する。

（松尾支部　森本　啓太）　（松尾支部　後藤　吉崇）　
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（松尾支部　石原　靖士）　（松尾支部　福島　直哉）　

　2025 年 4 月15 日、シルクプラザにて「SYMS 50 周年記
念式典・講演会・パーティー」を開催いたしました。
　前年度に準備委員会を立ち上げ、1 年間にわたり何度も
会議を重ねてきた集大成の日。会場に足を踏み入れた瞬
間の緊張感と、50 年の歴史の重みを感じさせる空気感は、
今も鮮明に心に残っています。
　式典には、歴代会長の皆様をはじめ、飯田市長・佐藤健様、
下伊那町村会長・下平喜隆様など、多くのご来賓にご臨席
賜りました。 SYMS は飯田信用金庫創立 50 周年記念事業
の一環として発足しました。これまで多大なるご理解とご
支援をいただいた飯田信用金庫様へ感謝状を贈呈し、会場
の皆様と共に、これまでの歩みを振り返る記念映像を鑑賞

しました。
　また、前回の改
訂 か ら ち ょ う ど
10 年という節目
に合わせ、この日、
SYMS 宣言が「研
鑽」「共栄」「交流」
を軸とした新しい

内容へと生まれ変わ
りました。
　記念講演会では、
青山学院大学の原晋
監督をお招きし、「箱
根駅伝から学ぶ人材
育成術」というテー
マでお話しいただき
ました。若手経営者
である私たちにとっ
て、そのお話はまさ
に「目から鱗」の連
続。明日からの企業
経営、そして SYMS
活動に活かせるヒン
トを数多くいただ
き、参加者全員にとって大きな刺激となりました。
　一日の締めくくりは、活気あふれる記念パーティーで
す。鏡割りで景気よく幕を開け、飯田信用金庫の小池理事
長より乾杯のご発声をいただきました。アトラクションで
は「JOTO バンド」による演奏が行われ、私もドラマーと
して参加。仲間と共にステージに立ち、音楽を通じて会場
が一体となった瞬間は格別なものでした。その後、常盤太
鼓「心」による力強い演奏も披露され、会場の盛り上がり
は最高潮に達しました。
　準備期間を含め、記念式典を無事に完遂できたのは、支
えてくださった皆様のおかげです。心より感謝申し上げま
す。 50 周年はゴールではなく、あくまで通過点です。こ
の日に得たエネルギーを次なる 50 年へと繋いでいくこと
を願っております。

2025年度  会長
鈴  木  康  仁50周年記念式典・記念パーティー50周年記念式典・記念パーティー



経営セミナー 経営実務セミナー

優勝カップ返還優勝カップ返還

表彰式表彰式
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　2025年5月28日（水）に第 42 回会員交流ゴルフ大会が開
催されました。SYMS 50周年の記念大会となり、ゴルフ
コンペに 113 名、パーティーに 100 名もの会員の皆様にご
参加いただき、ここ数年のゴルフ大会の中でも一際盛大に
行うことが出来ました。今大会では運営方針の『感謝』を伝
えるため、SYMS ロゴ入りの「オリジナルグリーンフォー
ク＆マーカー」を参加者全員に配布しました。早速プレー
中にご使用いただく姿も多くみられ、50 周年の歴史を共

有しながら親睦を深めるこ
とが出来ました。天気にも
恵まれ各組とも大いに盛り
上がりながらプレーを楽し
んでおりました。会員交流
ゴルフ大会の醍醐味である

「支部を越えた交流」が活
発に行われとて
も有意義な大会

　昨年度の経営セミナーは、
9 月 26 日に 80 名の方にご参
加いただき開催いたしまし
た。小西俊弘氏を講師に迎え、

「対話から始まる経営変革」
をテーマに、日々の対話の積
み重ねが信頼関係を築き、感
謝につながるという本質を学
びました。自社において、社
員との関わり方を見直すきっ
かけとなる内容でした。

となりました。結果は西支部が団体戦優勝、また個人戦で
も西支部会員が 1 位～ 3 位まで独占する形になったため、
リベンジに燃える方も多く次回大会も熱くなりそうです！
多くの方にご参加頂き、50 周年を彩る素晴らしい大会に
出来ましたことを心より感謝申し上げます。

成績発表
　団体戦　優　勝　西支部
　　　　　準優勝　大島支部
　　　　　３　位　本店支部
　個人戦　優　勝　藤森　大士（西支部）
　　　　　準優勝　北澤　貴生（西支部）
　　　　　３　位　田中　真司（西支部）
　ベ ス グ ロ 優 勝　曲淵　裕記（高森支部）　〈敬称省略〉

　また 2 月 25 日には 81 名の方にご参加いただき、多田啓
二氏による「ビジネスで使える、ゼロから始める生成 AI
活用講座」を開催しました。実務に活かせる基本と安全な
活用方法を学び、関心の高さからさらなる学びを求める声
も多く寄せられました。今後の業務効率化や意思決定に活
かすためのヒントを得る機会となりました。
　昨年度は「人との関わり」と「新しい技術の活かし方」
の重要性を再認識する機会となりました。最後に、小西先
生、多田先生、ご参加・運営に関わっていただいた皆様に
心より感謝申し上げます。

2025年度  交流委員長
阿  部  誠  維SYMS会員交流ゴルフ大会 結果報告SYMS会員交流ゴルフ大会 結果報告

2025年度  セミナー委員長
久 保 田  修 平

2025年度  セミナー委員長
久 保 田  修 平経営セミナー・経営実務セミナー実施報告経営セミナー・経営実務セミナー実施報告

2025年度2025年度
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　2025 年度 SYMS は設立 50 周年を迎え、お世話になっ
た全ての方々への『感謝』をお伝えする場として SYMS
フェスティバルを去る 12/6（土）にエスバードにて開催致
しました。
　全支店、全支部が参加・協力することを目標に掲げ年度当
初から支部長を中心に企画を練りました。会場の選定から始
まり、支部ごとの出展内容、催し物、交流委員会によるブー
ス設営、そしてそれら全ての告知・集客に向けたチラシの作
成など非常に多くの作業や課題に半年間取り組みました。
　その甲斐あってか、当日は 2,500 人を超える方にご来場
いただくことが出来ました。この数字は過去にエスバード
で行われた事業としては最大規模の参集人数だったそうで
す。私自身、SYMS の持つ魅力やエネルギー、各支店各
支部の団結力や底力、そして何より会員それぞれの持つパ
ワーを感じ強い感銘を受けました。ご来場いただいた方が

「楽しかったよ」、「また来年もやってほしい」という言葉
をかけていただき、純粋にやってよかったなぁという気持
ちになりました。会場全体が笑顔溢れる温かい空気に包ま
れ、50 周年という節目の『感謝』を大勢の方にお伝えす
ることが出来ました。

2025年度  50周年実行委員長
小  澤  亮  太

　イベント終盤には歌手の鈴木亜美さんを講師に迎え、
SYMS ＆同友会合同セミナーが 400 名を超える方にご参
加いただき、こちらも盛大に開催されたことを末筆ながら
お伝えさせていただきます。
　SYMS 会員・企業、支部長の皆様、そして同友会、飯
田信用金庫様のご協力、ご支援のおかげで SYMS フェス
ティバルを滞りなく開催することが出来ました。50 周年
という歴史に携わっていただいた全ての皆様に『感謝』を
捧げ、この経験や思いを今後の SYMS へ繋げて参ります。
　ご支援いただいた全ての皆様、改めまして…ありがとう
ございました！！

地球とともに
株式会社 太陽農場

代表取締役

YUKIKO TONOKURA

〒399-2602 長野県飯田市下久堅下虎岩 773
Mobile 090-9357-6893　FAX 0265-28-8177

Email : yukiko@taiyonojo.co.jp
WEB  http: //www.taiyonojo.co.jp/

殿倉 由起子

（上郷支部　平栗　隆啓）　

（上郷支部　筒井　誠治）　

（上郷支部　岩崎　貴裕）　

（松尾支部　殿倉　由起子）　
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代表社員
税理士

林  幸 志
Kouji  Hayashi

〒395－0034
長野県飯田市追手町1－33  2 階
TEL. 0265－49－8655
FAX. 0265－49－8656
携 帯  090－7412－5030
hayashi_kaikei@tkcnf.or.jp

（上飯田支部　久保田　竜二）　（上郷支部　林　幸志）　

2025年度　支部表彰結果報告

　この度はこのような素晴らしい賞に選出いただきありがとうございます。
50 周年という記念の年にあたり、感謝を体現すべく一年様々な活動をして
まいりました。新たな事業への挑戦は決して容易ではありませんでしたが、
皆で知恵を出し合い乗り越えた経験は、かけがえのない財産となりました。
何より、どのような活動も楽しくできるという大島支部のメンバーがすご
かった。この一年を支えてくださった事務局・会員の皆様に心より感謝申し
上げます。私としても最終年度このような形で終わることができ嬉しい限り
です。携わっていただいた全ての皆様ありがとうございました！

　この度は、50 周年という大きな節目の年に SYMS 賞をいただき、誠に
ありがとうございます。松尾支部の皆さんをはじめ、支えてくださったすべ
ての皆様に心より「感謝」申し上げます。先輩方が大切に受け継いでこら
れた想いに改めて向き合いながら、支部活動に取り組んでまいりました。
自分自身を成長させる学びや、切磋琢磨できる仲間達との刺激的な交流に
恵まれて、鈴木会長の運営方針である「感謝」を深く実感しながらの充実
した一年だったなと感じています。ＳＹＭＳの皆様本当にありがとうござい
ました！

　この度は、私たち第 2 ブロックが SYMS 特別賞をいただくことができ、メンバー
一同、驚きと喜びでいっぱいです。
　今回の受賞は、何より個性の強い（笑）各支部長はじめメンバーのみんなが、
楽しみながらも真剣に活動に取り組んできた証だと思います。また、いつも裏方
で支えてくださる事務局の皆様、そして温かく見守ってくださる飯田信用金庫の
皆様には、感謝の言葉もございません。
　この賞を励みに、これからも第 2 ブロックらしく、肩の力を抜きつつも情熱は
忘れずに、地域の未来を盛り上げていきたいと考えています。今後とも、どうぞ
よろしくお願いいたします！

最優秀SYMS賞 大島支部 2025年度 支部長
� ㈲遠山調剤　遠山　哲生

SYMS賞 松尾支部 2025年度 支部長
� 別所製菓㈲　別所　康秋

SYMS特別賞 第2ブロック（鼎・上郷・城東・松尾・名古熊） 2025年度 ブロック長
� 上郷支部　手塚　晃太郎
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横田 寿幸
横田農園
〒395-0003
長野県飯田市上郷別府501
0265-22-6767
0265-22-6767
090-2463-8180
toshiyuki_yokotti_1119@yahoo.co.jp

（城東支部　久保田　壮一）　 （城東支部　横田　寿幸）　

【お問い合わせ先】【お問い合わせ先】
飯田信用金庫　営業統括部　SYMS 本会事務局

　TEL：0265 － 22 － 1700

編集長　高森支部
　㈲ヤマキ　佐 々 木 　賢

副編集長　喬木支部
　小澤精工㈱　小 澤 正 寛

（城東支部　小倉　拓矢）　

（上飯田支部　渡邉　祐輝）　

編集後記

　この度、会報第 154 号の編集長を務めさせてい
ただきました、高森支部の佐々木と申します。まずは、
委員会の皆様ならびに事務局の皆様におかれまして
は、本号の制作にあたり多大なるご協力を賜りましたこと、この場
をお借りして心より御礼申し上げます。
　例年であれば年 2 回の発行を行っておりますが、本年度は 50
周年記念誌の刊行という大きな節目の事業があったこともあり、本
号のみの発行となりました。そのような中でも、限られた時間とリ
ソースを有効に活用しながら、内容の充実を図ることができたの
は、ひとえに皆様のご尽力の賜物と感じております。
　また、本号の制作においては、校正や表紙デザインの工程にお
いて AI を積極的に活用し、委員メンバー間で効率的かつ精度の
高い作業体制を構築することができました。時代の変化に即した
新たな取り組みを実践できたことは、今後の会報制作においても
大きな可能性を感じる機会となりました。
　本年度は節目の年として、これまでの歩みを振り返るとともに、
次の時代へとつながる新たな一歩を踏み出す重要な一年であった
と感じております。
　今後も、会員同士が互いに刺激し合い、切磋琢磨できる関係を
大切にしながら、更なる発展に寄与していければ幸いです。引き続
き、皆様のご指導ご鞭撻のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。

　この度、SYMS 会報第 154 号の副編集長を務め
させていただきました、喬木支部の小澤と申しま
す。
　50 周年記念誌も無事に完成し、改めて SYMS の歴史や、多
くの先輩方が築き上げてこられた想いの大きさを感じています。
記念誌制作を通じて、普段なかなか振り返ることのない会の歩
みや、仲間とのつながりの大切さを実感する機会となりました。
　また、今年度の運営方針である「＋ 1」という言葉には、一
歩前へ踏み出すことや、今までより少しでも成長していこうと
いう想いが込められているように感じています。私自身も今回
の会報づくりを通じ、多くの学びや新たな経験を得ることがで
きました。
　最後になりますが、今後も SYMS らしいつながりと学びを
大切にしながら、より良い活動へつなげていければと思ってお
ります。今後ともよろしくお願いいたします。

　ホームページへのログインをお願いします。
会員証に記載の IDと下記（仮）パスワードでロ
グインすることで会員専用の情報を閲覧でき
ます。
（仮）パスワード：syms1394iida
◎パスワードの変更方法について

（仮）パスワードは、各自希望のパスワードに変更をお願いいたします。

（初めてログインした時にパスワードの変更方法の説明が掲載されます。）

◎ＳＹＭＳ会員証の取り扱いについて

・会員証は本会事業実施の際に名札として使用します。

　　（常に財布等に携帯していただければと思います。）

・会員証は個別仕様となりますので紛失しないようお取り扱いにご注意

　　ください。

　　（紛失の際は、ＳＹＭＳ本会事務局にお問い合わせください。）

ＰＲ委員会からのお知らせ

ＳＹＭＳホームページ
会員専用ページログインパスワードについて

ＳＹＭＳ Instagram
随時 SYMS 情報を発信していきます
ので、ご登録ください。
※スマートフォンの機種によってはうまく読
　み込めない場合があります。アカウントを
　直接入力しフォローをお願い致します。
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